
ポーラログラフに依ろ碓詰の研究く第3報）  

堆詰内容物中に溶出L来ろ錫の定量  

小   田   久  

PolarqgraphicStudieson Canned Foods（3rdreport）  

On the Tin dissolvinginthe Contentsofa Can  

Kyuzo Oda   

Measurement was performed on the arnount of tin dissolvingin the contents from the  

materialof the can．When measured under O．3V－0．8V（Anodic Potential），uSing the  

mixedliquid oflMol－HCl：andlMol－NHIClas Supporting electrolyte，it shows Reduction  

wave according tothe amount of tincontained．   

Compaired withlodimetry，Polarographic method proved tobe by far moreeffective，giv－  

11唱the same measurement and notbeingso complicated as the forrner．   

1 紺  

挿話食品万一の錫の定量に付ては、JamesDickand L．Ⅰ．Pugsly（註1）、T．N．Morris（証2）、藤  

巻、小目明（註3）、諸氏等多数の報告があるが、当方に放ては此をPolaro紆aph故にて測定を  

行い、非常に良好なる結果を待たので、衛生検査指針肺話食品衛生検杏法に示吉行て居る方法も一  

部対称試験として施行したが、状鹿滴定法に比べPolarograph法は其拉作が飾る迅速鼠正確であf＞  

ので此度は主としてU．S．A．製Pineapple juice挿話の溶出錫丑を測定したが、Polarqgraph汝  

於ては、状鹿滴定法の場合には不可畝の款料の分解操作を全く行はなくても何らt耶l‡なく正確たる  

測定綿状凍得られた。   

なおPolarograph法による錫の定盤l二村てはW．E．AIsopp，Ⅴ．R．Damere11（註4）、JJ．Lir）game  

（証5）、VilmosCiele5gkyand KarolyLindner（証6）、諸氏等多数の人力により研究が行は  

1Lて居り 、JISに於ても拍鉛地余金属分析法に於1‾其不純物としての錫〃J定免法（証7）が集録さ   

1rL、L■屑る。  

2 異  験 の 部   

A 電気構蘭戯局濃i寵酸に溶解して、此を容盈稀釈故にて一定の含有錫溶液た調製しノ此にSupp－   

ortingelectrolyteとして1M－HCl：1M－NH．1Clを・注加して錫の一定p．p．m．数の溶液を諜製   

1，てPolarograph分析を行った結果をTabelに示した。なお此測定は全て嚢温にて行った。  
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即ち、錫の1M－HCl：1M－NH4：Cl溶液中に於けるReductionwaveは－0．5V附近に測定し得られ  

る賛しい汲を生じるので其1例として錫含有量50p．p．m．の鮮料についてのPolarogramをFigl  

にて示す。  

Fig 1 

Sample  

Supporting electrolyte  

Galv．sense．  

Anodicpotential（V．S．S．C．E）   

Half－WaVe pOtential（u）  

Wave－height  

加電庄範朗  

Sn－●  50p．p．m．  

1M－HCl：1M－NH4Cl   

旭tl  

－0．03V   

－0．50V   

41mm   

－0．3V〝0．8V問  

B 次にPineappleiuice一定量をホールピペットにて取り、此に2M－HCl：2M－NfL生Clを等量   

注加し充分混和後遠心分離器を用いて液相を分離後電解瓶に分取して水素ガスを導通後階・ちに   

Polarograph分析を行った結果をFig2にて示す。  
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 Pin今appleiuice 2倍稀釈う夜  

1M－HCl：1M－NH．1Cl  

シ弓0  

－0．05V  

－0．53V  

63．2mm  

OV一－1．0V間   

Sample  

Supporting electrolyte  

Galv．sense．  

An胱溢c potential（v．s．S．C．E．）  

払ば一WaVe pO◆tenhcal（〝）  

Wave－height  

加電圧聴聞  

即ち概Pineapplejuiα中の錫0）畳はTablelよt）逆辞し21・5×2＝43（p・p・m・）と算出された。  

C Pineapplejuice一定量を分取し英験Bと同一操作の後Polarograph分析を行った結果をFig3   

に示す。（即ち操作を同じくし雅語試料を異にする）  

mg3  

■  

●l  

l 、烏．脛     ■   
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Sample  pineapplejuice2償稀釈液  

Supporti喝electrolyte  lM－HCl：1M－N軋CI  

Galv・班nSe・  
ゝio  

Anodicpotential（V．S．S．C．E．）－0．03V  

Half－WaVepOtential（n o）－0．56V  

Wave－height  58rnm  

加電庄範闇  －0．3V－0．8V間  

即ち此Pineapple5uice條話中の溶朗錫丑はTaflelより逆算し20×2＝40（p．p．m．）と野川さ  

れた。  

D実験Cにて測定せるPineqplejuictこSn・・を添加してPolユrqgramを撮りたるに、Fig3の  

見掛上－0・50附近に生じて居るReductiりn waveは明かに増大して居るので次に示すFig4  

の見樹上－0・5V附動こ表ほれて居るReductionwaveはSn・・のWaVeであり此事と沃庭満足  

法（後記）の結果の数値とを共に考察するにP加applejuice挿話中に溶存する錫は全てがSn・・   

の型で存在して居る。  

Fig4  
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Sample  Fig3と同試料＋Sn・・  

SuppDrtingelectrolyte  lMト＝Cl：1M－NHICI  

Galv・SenSe・  tう。  

Anodicpotential（VS．S．C．E） LO．04V  

Half－WaVe POtential（0，V） －0．51V  

WaveLheght  83．8mm  

加電圧頚帥H  －0・3V～－0・9V間再度撮影  
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即ちFig3に示したWave－height58mmがSn・・を添加した車により同じHalトwavepotentialに   

て83．8mmと増大して居る。  

E 新しくPineapple juice條詰を開確し其一部を実験Bと同一方法にて測定せるに溶出錫畳32p・   

p．m．であった試料100∝を分解沌削二取り、浪縮後湿導的に加熱分解を行いたる後汲塩酸を以っ   

て溶解して此をメスフラスコ中に流し込み再び100ccとなし其20∝を正確に取り蒸発乾固篠1M－   

HCl：1M－NHICllO∝を加えて潮時放遣後、其上澄液濾液に水．索ガスを通じて壊、階ちに   

Polarograph分析を行った結果をFig5に示す。  

円g5  

Sarnple Pineapple jniceを湿噂的に加熱分解後、所  

定の調製液に溶解す。即ち試料の2信濃液  

Supporting electroIyte lM－HCl：1M－NH．iCI  

Galv．sense．  旭II  

Anodic potential（V．S．S．C．E．）一0．02V  

HねIf－WaVe POtential（u u）一0．5OV  

Wave－height  90．6mm  

加電圧範【欄  －0．3V～0．9V問  

即ちTablelより逆算し、62十2＝31（p．p．m．）なる測定値となりPineapple juiceを分解挽作  

を行はすに直接Pohr喝raph分析を行って得た測定数値32p．p．m．と殆ど同一数値であ少湿導約  

に分解操作を行った場合に僅か（此場合1p．p．m．）ながらも小なる音別定数値となって居るのは複  

雑なる操作に原因して居ると考える。  

F 実験D及び実験Eにて測定を行った同一腫Pineユpplejuice を衛生検査才旨針の容量故による錫  
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の定量を忠実に施行せるに31・7p・p・m・なる数値を得た。（但沈澱の濾過分灘の操作に放て渦紙の  

使用が結果に澱て好ましくなかったので3Gの由a岱批erを使用した）   

3 実 験 結 果  

当期忙於て膵語食品（果実）中の溶出錫丑を測定せる数値（p．p．m．）をTable2に示す。  

Table 2  

試  料   

。A・Pineapplejuice（Polarograph直接測定法）  

同一試料 （壊椒後Polarograph法）  

同一試料  沃度滴定法  

。B・Pineapp】e5uce（Polarograph直接測定法）  

。C・Pineappleiuiく光（岡 上 次 下 同）  

。t）・PineappIejui亡e（  〝  ）  

。E．Pineapplejuiceく  〃  ）  

。夏 み か ん く  〝  ）  

。夏みかん汁 （  〝  ）  

o Figsin HeavySyrup（ （膨張価） ）  

。冬 ろ か ん 白 紙  

。冬み かんラ ッカ ー 棚  

。冬 み か ん 白 抽  

p．p．m．数  

3
2
3
1
 

4
 

4 要  約  

Ⅰ錫静液を1M－HCl：1M－NH■もClをSupportingelectrdyteとして－0．3V一一0．8V聞のPolarogam   

を拇ると錫は見樹上－0．5V附近に其含有塵に応じて測定し得る発しいReduction waveを生ず   

る○  

Ⅲ 此Reducヒionwaveを測定する執二よl）躍許食品（今回は鼎英のみ）中溶解し束った錫を測定  

せるに試料を横磯処理を行はな（ても何らPolarograph分析を行うに当り支障を来さず従来の沃   

鹿瀬定法と同一数値を得た。即ち沃鹿潤竃廠に敬1■は試料の蟻機処理は妖くことの出来ないエ役   

であるが、Polarograph故に放ては画接試料汁より溶出錫を測定し得る。  

皿 本試験に於ては溶出錫は食品中にSn‥となって有祝して居る射が明かとなった。即ち試料を機   

械径7ルミニウムにて還元して沃庭瀬定法に1掛足せる数倍と Polar咤raph法にて直積測定せ   

る数値が同一であり、叉Polarognaph旗に1Snりを給血する事によ少直ちに見掛上－0．5V附近   

のReduction waveが増大して居る。  

以  ＿ヒ  
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